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	第45回 JAETP学術集会の見どころ
	今回のテーマは、「Exercise therapy beyond diseases – Keep Physical Activity, for Health and Life（疾患を超えた運動療法 ― 健康な人生のために続けよう）」です。 運動に限らず、身体活動量を増加させることは、生活習慣病、心血管疾患、がんをはじめとする多様な疾患の予防や健康の維持に役立ちます。その効果は、小児から成人、高齢者、妊娠女性まで、ライフステージを越えて広がっています。
	本学術集会では、運動・身体活動の効果や継続することの大切さについて、研究成果と医療現場における課題の両面から議論できるよう多彩なプログラムが企画がされています。
	中でも 本号では
	関連学会・研究会・団体との
	ジョイントセッション
	に注目、紹介します！

	このほかにも、多彩なプログラム
	シンポジウム
	がん治療、ライフコース、運動療法の継続、医療と運動の融合・社会実装、メディカルフィットネスなど、多様なテーマを取り上げます。

	パネルディスカッション
	well-being、運動と栄養、リアルワールドでの運動療法について、多角的な視点からディスカッションを行います。

	教育セッション
	心不全の骨格筋異常、女性・小児の運動、ガイドライン、デジタルデバイス、認知機能、行動変容、重複障害リハビリなど、幅広いテーマを学べます。

	実技講習
	心肺運動負荷試験や、高齢患者・心疾患患者に対するレジスタンストレーニングを実践的に学びます。
	各種資格に関する単位申請・取得が可能です。詳細は学術集会公式ホームページをご覧ください。運動療法のこれからを考え、学びと交流を深める2日間に、ぜひご参加ください。
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	「呼吸器疾患治療の必須アイテム　―運動療法の意義と実際―」
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	東本  有司
	呼吸器疾患における非監視下運動療法と身体活動支援―外来・在宅でのセルフマネジメントを中心に―
	佐野  裕子
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	宮崎  博子
	高齢者の呼吸器疾患の運動療法
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	「運動を社会に届ける力：EIM Japanと企業の挑戦」
	EIM Japanの活動紹介と今後の展望（仮）
	日浦  幹夫
	PHRアプリ利用による生活習慣病の重症化予防の効果検証
	藤崎  淳矢
	高齢女性の健康支援と地域展開（仮）
	齋藤  光

	運動実施困難者に対する新たな 運動支援の可能性―エビデンスに基づく家庭用EMS機器の臨床応用と社会実装―
	熊崎  嘉月
	座長：黒澤 一（東北大学 環境・安全推進センター） 　　　伊藤 修（東北医科薬科大学医学部 リハビリテーション学）
	座長：木村 穣（関西医科大学 健康科学センター） 　　　森山 善文（偕行会 名古屋共立病院 ウェルネスセンター）

	「慢性腎臓病の運動療法」
	健康度評価に基づく運動処方作成の実際と課題―安全性・個別性・効率化の視点から―
	「糖代謝改善」ではなく「神経回路再編」を標的とした糖尿病運動療法



